
豊後大野市行政改革審議会による外部評価（試行）意見書

番号 事業名等 所管課 事業概要等 内部評価 行革審議会委員評価結果

1 スポーツ施設管理事業 社会教育課

●スポーツの推進や市民の体力づくりの
ために社会体育施設の貸出し、維持管
理、整備を実施している。「公共施設見
直しによる体育施設の廃止等に取り組ん
でいる。（使用継続希望団体と使用貸借
契約協議）」
●子供から高齢者まで各地域でスポーツ
の出来る施設を維持管理しており、事業
の必要性は高く、民間に比して安価な使
用料により、公共性が高く市民にとって
身近に利用できるスポーツ施設を提供し
ている。

スポーツ施設管理事業

〔内部評価〕
○継続・課題に対応し、公
共施設の見直し方針に則り
業務を進めること。

●財政上の視点からは、今後の財政状況を勘案すると経費の削減は必要
である。指定管理の導入については、選定方法、費用対効果など様々勘
案した上で、効果的な方策を練っていただきたい。

●多くの体育施設を有効利用し、スポーツ団体、スポーツ大会の誘致な
ど、使用料収入や宿泊料収入などの経済効果の点からも検討していく必
要があるのではないか。

2 有害鳥獣捕獲事業 農林整備課

●農林産物への有害鳥獣による被害を防
止するために狩猟圧を高めシカ、イノシ
シサル、小動物（アナグマ・タヌキ・ア
ライグマ）の捕獲を実施している。農林
産物の被害軽減のために電気柵や防護
ネット等の補助をはじめ、地域ぐるみの
取組による防護柵等の設置を実施してい
るが抜本的な対策がなく被害拡大に苦慮
している。農林業を主幹産業として発展

有害鳥獣等被害対策事業

〔内部評価〕
○継続・引き続き、地域、
関係団体と有効な鳥獣対策

●抜本的な対策はないと思うが、農林産物の被害軽減のため電気柵や防
護ネット、金網柵等の補助の拡充をはじめ、地域ぐるみでの取り組み
や、関係団体への支援などあらゆる方面からの対策強化を進めていただ
きたい。
また、狩猟者の高齢化にともなう後継者の育成やシシ・シカ肉を活用し

追加資料

している。農林業を主幹産業として発展
してきた当市であり行政として被害軽減
については、積極的に関与する必要があ
る。

関係団体と有効な鳥獣対策
を進めること。

また、狩猟者の高齢化にともなう後継者の育成やシシ・シカ肉を活用し
たジビエ料理の開発支援といった点からも効果的な方策を練っていただ
きたい。

3 ジオプロジェクト推進事業 商工観光課

●観光資源として経済的効果を計ること
だけでなく、域づくりの一環として、自
分の住んでいる地域の価値を見出し、誇
りを持って済むことで、「豊後大野市は
ひとつ」という一体感につながげること
を目的に実施している。ジオパークの意
義を認識し、行政、地域住民、関係団体
が連携して本市ならではの地形、地質遺
産を保全するとともに学習活動や観光ま
ちづくりに活用するために事業の推進は
必要である。

観光振興事業

〔内部評価〕
○継続・選択と集中による
効果的な事業展開をするこ
と。

●観光資源としての活用であれば、ジオサイトへの道路や駐車場など
ハード面からの検討・改善も必要ではないか。

●市内には多くのジオサイト資源があることから、多くのジオサイトを
発掘、紹介するといった点からも今後の選定方法について検討していた
だきたい。

●環境、学術、教育的な効果と観光としての経済的な効果の２つの視点
から推進していく必要があり、関係機関・団体との連携強化により効果
的な事業実施を進めていただきたい。


